
                                                                  

 

                                                                                                                

 

校長 篠田 豊和 

新たなステージに『つなぐ３学期』 

「平成２９年」（２０１７年）行田市は暖かく、穏や

かに年が明けました。西中生の皆さん、そして保護者・

地域の皆様、新年おめでとうございます。 

生徒の皆さんには２学期の終業式にお話ししまし

たが、私は年明けに行われる恒例の駅伝を毎年楽しみ

にしています。特に東京箱根間往復駅伝大会は私の目

指す学校像「認め合い、高め合い、支え合う学校」を

創造するうえで大変勉強になっています。 

駅伝には「襷をつなぐ」という独特の行為があります。選手は襷をつなぐ中継所近くにな

ると必死にラストスパートをかけます。２０㎞の長距離を走ったその疲労を跳ね除け、チー

ムのために少しでも時間を稼いで襷を渡します。襷をつなぐ責任を全うしたあとそのまま

倒れこむこともあります。日々厳しい練習に耐えながらチームのため、大学の伝統や名誉の

ため、家族や監督・コーチ、更には当日出場できなかった仲間のために

襷をつなぐ行為に多くの人は感動します。 

また、選手はチームのためだけではなく、自分自身のためにも走って

いることも見逃せません。自ら目標タイムを設定し、修正すべき心身の課題を自覚

して日々トレーニングしています。自らがすすんで練習しなければこのような過

酷なレースには耐えられません。 

この駅伝選手のように「自分」と「チーム」その両方を大切にしていくことはとても大切です。こ

れからの社会は競争社会ではなく共存社会です。自分も大切、そして相手も

大切という考え方が重要です。 

「夢と理想を掲げ、よりよい社会を創造する西中生」となるために、お互

いに認め合い、高め合い、支え合いながら、自分を鍛えるとともに、チームの

絆を深めながらチームとしての力も高めてほしいのです。 

さて、この３学期は駅伝でいうと中継地点まで残りわずか、ラストスパー

トです。自分の襷を次年度の自分自身につなぐ学期、そして上級生から下級生に西中の良き伝統をつ

なぐ学期です。自分も大切に、そしてチームである学級、学年、部活動、そして学校というチームも

大切にしながら襷をつないでください。 

３年生は受験です。進路選択は個人戦でもあり、団体戦でもあることを

この駅伝からも学べたのではないでしょうか。素晴らしい西中学校に誇り

と責任をもち、卒業そして新たなステージに向かって襷を握りしめてくだ

さい。 

保護者の皆様、地域の皆様、未来の自分に襷をつなごうと頑張る西中生

へ、今年も応援よろしくお願いいたします。 

 

西中だより 
 認め合い高め合い支え合う学校で 

夢と理想を掲げ、よりよい社会を創造する西中生を育てます！ 

 

平成２９年１月号 

☎ 553-1434 

生徒数 420名 



 

 

１年生スキー学校への学年討議 

１０日（火） 始業式 

１１日（水） 月曜授業、給食開始、防災訓練 

１６日（月） 専門委員会 

１７日（火） 木曜授業、事前指導（１・２年生） 

１８日（水）～２０日（金）１年生スキー学校、２年生職場体験学習  

１９日（木） 火曜授業（３年生） 

２０日（金） 私立高校受験事前指導 

２２日（日） 私立高校受験集中日 

２４日（火） ふれあいデー 

３０日（月） 表彰朝会 

 お忙しい中、アンケートへのご協力ありがとうございました。３１４名の保護者の方にご回答い
ただきました。本校の教育活動に対して、保護者の方がどのように考え、どのような意見をお持ち
なのかが把握できました。これらの結果や意見をもとに改善を図り、よりよい教育活動を実施して

まいります。なお、アンケートの結果については裏面にグラフを載せておりますのでご覧ください。 
  
アンケート結果をまとめると、 
◎「よく当てはまる」、「だいたい当てはまる」の割合が 90％以上であるもの 
８ 清掃が行き届き、整理整頓されている（97％） 
５ 学校行事は充実している（95％） 

１２ 部活動に積極的に参加している（92％） 
１０ 各種通信等で学校の様子がわかる（91％） 
１６ 本校の教育活動に満足している（90％） 

▼「あまり当てはまらない」「当てはまらない」の割合が 20％以上のもの 
 １４ 以前より本を読むようになってきた（53％） 
１ お子様と学校のことをよく話している（22％） 

 となりました。全体的に好評価であった項目が多く、本校教育活動に対し概ね満足していただけ
ていることがわかりました。今後の課題は、朝読書の徹底を通じて本を読む習慣を子どもたちに身
につけさせることや、コミュニケーション力の向上を図る指導が必要であることがわかりました。 
  
また、「特に力を入れてほしいこと」について自由に記述していただいたところ、多くのご意見・

ご要望をいただきました。まとめると次のようになります。 

○登下校について 冬の下校時刻早めて、悪天候時の長靴→ご家庭で判断し履いて構いません 
○学習について  長期休みの補習の充実、平日の補習の実施、心の教育に力を入れて 

        英検の実施、学習方法の助言、個別指導をしてほしい、朝読書の充実 
○部活動について 部によって活動のバラつき、顧問にもっと出てほしい、土日を減らして 

夏休みの補習と水泳に参加できるように、年度当初に保護者会の実施 
期末テスト前の停止期間の延長 

○行事について  体育大会・音楽会の充実、体育大会の競技種目の検討 
○生活面について いじめのない学校に、休み時間等の見回りの強化、二者・三者面談の実施 
○ﾒｰﾙ等について  学級通信の充実、提出物等の TS ﾒｰﾙでの呼びかけ、ホームページの充実 
○その他     先生方が模範となる言動を、生徒と先生の円滑なコミュニケーションを 
         非行防止の指導を 

  
これらの貴重なご意見を参考にしながら、今後も改善に向けた取組を行い、保護者の皆様の期待

に応えられるよう努力してまいります。今後とも、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 


